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1
第190回
（H29.3.17）

資料2
低透水性土壌について，設定値や設定の考え方を説明すること。
（議事録P11,１２）

第９条（異常時の放射線障害の防
止）の評価パラメータの審査時に
説明する予定。

2
第190回
（H29.3.17）

資料2

地下水流動について，基本的な地下水位の考え方や柱状図など申請
書に載っている以外のデータや東海第二発電所の防潮堤の設置も含
め説明すること。
（議事録P１２～１５、P１６,１７）

水理の審査時に説明する予定。

3
第190回
（H29.3.17）

資料2

遮水シート及び排水路について、具体的な性能、耐久性、効果を説明
すること。
（議事録P１７,１８）

次回以降の審査会合で説明する
予定。

4
第190回
（H29.3.17）

資料3，4

Ⅰ．外部事象の網羅性について、管理期間終了後の埋設処分特有の
観点から検討し，シナリオで考慮すべき事象を網羅的に抽出し、丁寧
に説明すること。
（議事録P３６～３８）

第９条（異常時の放射線障害の防
止）の審査時に説明する予定。

5
第190回
（H29.3.17）

資料3，4

Ⅰ．外部事象の網羅性の「除外基準」並びに「自然現象の選定理由」，
Ⅱ．土地利用による人間活動の網羅性の「選定理由」及びⅢ．評価す
べき事象の選定の「代表シナリオの選定」等について，定量的な説明，
数値根拠等の記載を補強すること。
（議事録P４１～４４）

Ⅰ．外部事象の網羅性：第６条関
連を次回以降の審査会合で説明
する予定。
その他は，第９条（異常時の放射
線障害の防止）の審査時に説明
する予定。

6
第190回
（H29.3.17）

資料3，4

Ⅰ．外部事象の網羅性について、津波と洪水の選定結果の相違に関
し、考え方を説明すること。
（議事録P４２）

第９条（異常時の放射線障害の防
止）の審査時に説明する予定。

7
第190回
（H29.3.17）

資料3，4

Ⅰ．外部事象の網羅性の除外基準について，そのハザードを感知して
排除できるとかではなく、緩慢事象であり、その影響が及ぶまでには十
分に減衰している等の理由として整理すること。
（議事録P４４～４６）

第９条（異常時の放射線障害の防
止）の審査時に説明する予定。

8
第190回
（H29.3.17）

資料3，4

Ⅲ．評価すべき事象の選定について，基本シナリオ，変動シナリオ，自
然事象シナリオ，人為事象シナリオの区分の考え方を説明すること。
（議事録P４６，４７）

第９条（異常時の放射線障害の防
止）の審査時に説明する予定。

9
第190回
（H29.3.17）

資料3，4

Ⅲ．評価すべき事象の選定について，自然事象が通常起こり得ない事
象であることを説明すること。
（議事録P４７，４８）

第９条（異常時の放射線障害の防
止）の審査時に説明する予定。
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10
第190回
（H29.3.17）

資料3，4

外部事象の6条で選定する事象と9条で選定する事象があるが，9条の
シナリオ選定については，高レベルや中深度処分の長期の評価と違う
部分のシナリオを掘り下げて補強すること。
（議事録P４９，５０）

第９条（異常時の放射線障害の防
止）の審査時に説明する予定。

11
第202回
（H29.6.12）

資料1-2

核種の抽出はORIGENを基に行っているが，線量評価ではJENDLの値
を使用しており，整合性のある説明とすること。
（議事録P９，１０）

次回以降の審査会合で説明する
予定。

12
第202回
（H29.6.12）

資料1-2

生成の可能性等の確認結果を基に25核種を除外しているが、除外理
由である「生成量が少ない」、「超長半減期核種」について判断基準を
具体的に説明すること。
（議事録P１１）

次回以降の審査会合で説明する
予定。

13
第202回
（H29.6.12）

資料1-2

スケーリングファクタ法，平均放射能濃度法を用いることの考え方を説
明すること。
（議事録P１２，１３）

次回以降の審査会合で説明する
予定。

14
第202回
（H29.6.12）

資料1-2

Cl-３６のスケーリングファクタが２００となっており，他に比べて大きく
なっている根拠を説明すること。
（議事録P１４）

次回以降の審査会合で説明する
予定。

15
第202回
（H29.6.12）

資料1-2

クリアランスの基準値として，法令やIAEAで載っていないものについ
て，ヨウ素の0.01ではなく0.1を代入している理由を説明すること。
（議事録P１７）

次回以降の審査会合で説明する
予定。

16
第202回
（H29.6.12）

資料1-2

除外された２６核種について線量評価が実施されているが、当該２６核
種の評価に用いた各パラメータの妥当性について根拠を用いて説明す
ること。
（議事録P１８～２０）

次回以降の審査会合で説明する
予定。

17
第202回
（H29.6.12）

資料1-2

選定したシナリオの代表性について，シナリオの内容やパラメータを含
め，判断した理由を説明すること。
（議事録P２０，２１）

パラメータ：次回以降の審査会合
で説明する予定。
シナリオ：第９条（異常時の放射線
障害の防止）の審査時に説明する
予定。

18
第202回
（H29.6.12）

資料1-2

今回除染効果の考え方を変更しているが，恣意的な印象を与えないた
めに，保守側を見るべきところ／見なくても良いところを明確にし，一貫
したロジックで説明すること。
（議事録P２３，２４）

次回以降の審査会合で説明する
予定。

19
第202回
（H29.6.12）

資料1-2

ロジックの一貫性を理由に10核種に変更しているが，スケーリングファ
クタから見ても新たに除外したNiはかなりの量があると思われる。寄与
がないというだけで除外してよい理由を説明すること。
（議事録P２４，２５）

次回以降の審査会合で説明する
予定。
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20
第202回
（H29.6.12）

資料1-2

海産物摂取の相対重要度について，P２２ではC-１４が1番目，K-４０が
2番目に高くなっているが，P２３ではトリチウムが2番目になっている理
由を説明すること。
（議事録P２５）

次回以降の審査会合で説明する
予定。

21
第202回
（H29.6.12）

資料1-2

重要度分類の計算で，α核種の子孫核種は考慮されているのか確認
すること。
（議事録P２７）

次回以降の審査会合で説明する
予定。
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